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新座キャンパス AVサポート 

1. 概要 

データは以下より集計した。 

・機器貸出：新座メディアセンター受付の貸出簿 

・サポート：AV機器等サポート連絡簿  

 

2021年度は大学の活動制限指針がレベル１で、授業は一斉に対面で始まった。とこ

ろが、政府の緊急事態宣言を受けてわずか２週間余りでレベル３に引き上げられ、ほ

ぼオンラインまたはオンデマンド授業に切り替わった。秋学期はレベル２で開始し、

２週間でレベル１に戻り、再び対面が実施された。 

春学期の開始に向けては、全教室でオンライン授業ができる機器の設置とそのマニ

ュアルの作成、事前説明会の開催、そしてサポート体制を整えて臨んだ。しかし、初

めてのミックス型に戸惑う教員が多く、ほとんどの授業で初回はサポートが必要とな

った。 

2020年度はオンライン授業をすることがほぼ教員も学生も初めてで、ともにかなり

苦労されたようだった。しかし１年間でオンライン授業に慣れたことや、PCをはじめ

様々なオンライン授業に必要な機器が手に入りやすくなり、自宅での環境が整えられる

ようになると、対面が再開された後も、対面よりオンラインを選ぶ教員も多かった。 

 

表 1：2021年度大学の活動制限指針 
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2. 利用状況 

(1). AV機器貸出状況 

対面授業が再開したため、貸出数は 1,294件で 2020年度に比べて約 140％増加

した。2019 年度に比べても 240％の増加となった。これはミックス型授業用に貸

し出した Web カメラと三脚が 300 件以上あったためである。一方、スピーカーフ

ォンは 2021年３月中に全教室で音声がオンラインで配信できる仕組みを構築した

ので、約 140件減少した。 

 
表 2：2021年度 AV機器貸し出し(機器別３期比較) 

 
図 1：2021年度 AV機器貸し出し数（３期比較） 

 
図 2：2021年度 AV機器貸し出し数（機器別３期比較） 
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(2). サポート状況 

① 総合 

サポートは対面及びミックス型が増えたため、前年度に比べて 200件近く増

加し、500 件以上となった。活動制限指針がレベル１で対面及びミックス型の

授業が行われた４月、10 月、11 月、12 月、１月の５か月間に集中した。しか

し、他の月は基本オンライン実施となったので、コロナ前の 2019 年度に比べ

れば半数以下であった。 

 

 
表 3：2021年サポート実績（３期比較） 

 
 

 
図 3：2021年度サポート（３期比較）  
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② 月別 

月別では対面での授業が再開された４月が最も多い 167件だった。しかし活

動制限指針がレベル２に引き上げられた５月からはその 1/10 に減少した。レ

ベル１に引き下げられた 10月、11月は 70件以上と増加したが、４月には及ば

なかった。 

 

 
表 4：2021年度サポート（月別３期比較） 

 

 
図 4：2021年度サポート（月別３期比較） 
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③ AVタイプ別 

操作卓型とAVラック型は200件以上のサポートで、いずれも前年度より100

件以上増加した。特に設置及び使用説明と操作ミスがそれぞれの約 80％を占

めた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表 5：2021年度サポート（AVタイプ別３期比較） 

 
図 5：2021年度サポート（AVタイプ別３期比較） 

 
図 6：2021年度サポート（内容別割合） 
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④ 機器別 

ミックス型に関連する常設 PC、配信用 PC、Zoom、マイク、スピーカーフォ

ン、プロジェクターでのサポートが多かった。ミックス型の場合、マスクやア

クリル板が障害となってオンラインに声が届きにくいことがある。そのためマ

イク設置のリクエストも 130件以上あった。 

また、Zoom の他にイベントなどでは YouTube を利用することも増えた。一

方池袋新座間で行っていた遠隔講義システムはほぼ使われなくなり、Zoom で

代用されるようになった。 

 

 
表 6：2021年度サポート（機器別３期比較） 

 

図 7：2021年度サポート（機器別３期比較） 
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⑤ 機器トラブル 

教室利用の増加により、機器トラブルも増えた。もともと経年劣化で危惧し

ていたプロジェクターの故障が最も多かった。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

表 7：2021年度機器トラブル 

 

 
図 8：2021年度機器トラブル（３期比較） 

 

 
表 8：2021年度機器トラブル（機器別３期比較） 
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図 9：2021年度機器トラブル（機器別３期比較） 

(3). ダビング 

データを mp4に変換する依頼が多かった。 

 

 
図 10：2021年度ダビング数（３期比較） 
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3. 2021年大学行事 

表 9：2021年度 主な大学行事（新座キャンパス） 

 

 

 

4. 2021年度まとめ 

対面での授業は再開されたものの、2020 年度に引き続きコロナの影響を多く受けた

１年だった。対面とはいえ留学生や配慮の必要な学生がほとんどの授業で存在し、そ

のためミックス型授業となった。ミックス型授業のために、全教室に音声機器を設置、

映像もプロジェクターに投影できるように整備した。また、教室内カメラやビデオサ

ウンドバーがない教室では広角で映せる Web カメラの貸し出しを行った。しかし、実

際に実施してみると、Meet や Zoom 上の設定やプロジェクターに映すべくケーブルの

選択など、利用者にはマニュアルだけでは困難なことが多く、サポートは必須だった。 

新座の特性として、ライブ音楽や身体表現といった座学以外の配信も多く、教員と

相談しながら方法を探った。 

   また、機器類、特に操作卓の更新が進んでいないためほとんどの教室がアナログで、

配信のためにデジタルに変換しての機器設置だった。そのため、操作が一層複雑にな

らざるを得なかった。 

   今後、コロナが収束しても様々な用途に対応するため、ミックス型がスタンダード

になると予想されるので、機器の改修が急がれる。 


